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第84回メーデー

を
県内10ヶ所で開催 県医労の仲間も奮闘!!

　

震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
５

月
１
日
、第
84
回
メ
ー
デ
ー
が
、

盛
岡
市
の
岩
手
県
中
央
集
会
を

始
め
、
県
内
10
カ
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
震
災
復
興
を
願
い

な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、

工
夫
を
こ
ら
し
て
集
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
忙
し
い
中
で
も
県
医

労
の
仲
間
が
た
く
さ
ん
活
躍
し

ま
し
た
。

全体で約1000名、支部・本部から34名が参加。肌寒いこの日、岩手
公園ではなく、教育会館でお花見弁当を食べました。

上：集会後、元気よくデモ行進。中部支部、
　　江刺支部からそれぞれ4名参加。
左：議長を担当した中部支部の○○中執。

勤務終了後の集会で、一戸支部・二戸支部そ
れぞれ7名の参加。写真は、二戸支部の紹介を
する支部組合員の皆さん。

久慈支部は9名が参加。「わたしの一言コンテ
スト」は、昨年に続き支部2名が入賞。集会
後の交流会も大いに盛り上がりました。

磐井支部の○○支部長が議長担当。南光支部の○○
書記次長が決意表明。集会後、デモ行進。南光支部
から10名、千厩支部から4名、磐井支部から3名参加。

上：支部から3名参加。宮古支部・○○さん
　　のアナウンスで市内を元気にデモ行進。
左：決意表明をする宮古支部の○○○さん。

中央

二戸

久慈

宮古

北上

両磐
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5・17　磐井支部手術室分会会議

　胆沢支部では、５月20日と22日に
病院玄関前で署名行動を行いました。
２日間で本部・支部延べ15人が参加し、
ビラを配りながらの行動で、455筆の
署名が集まりました。

る
と
と
も
に
、
看
護
師
と
、
患
者

の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
学

習
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ラストスパート！！ 

胆沢支部看護師増員署名行動

　
「
夜
勤
専
従
看
護
師
問
題
に
つ

い
て
、
分
会
単
位
で
学
習
会
を
」

と
、
職
場
討
議
資
料
を
使
っ
て

磐
井
支
部
・
南
光
支
部
で
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

磐
井
支
部
で
は
、
４
西
、
手

術
室
、
外
来
分
会
で
、
南
光
支

部
で
は
、
１
、
２
、
３
、
４
病
棟

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
夜
勤
専
従
は
、
体
に
負
担
が
か

か
る
」「
今
で
も
職
員
は
足
り
な

い
。
増
員
し
て
欲
し
い
」「
当
事

者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
他

の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
負
担
も
大
き

く
な
る
」「
こ
れ
で
は
、
安
全
を

守
れ
な
い
」
な
ど
様
々
な
意
見

が
出
ま
し
た
。

　

本
部
作
成
の
ポ
テ
ッ
カ
ー
で

夜
勤
専
従
の
有
害
性
を
周
知
す

磐
井
・
南
光
支
部
で
学
習
会

夜
勤
専
従
看
護
師
よ
り
も

　
　
　

 
増
員
を
！

ポ
テ
ッ
カ
ー

習
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ポ
テ
ッ
カ
ー
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国
民
平
和
大
行
進

　
　
　
　
　

歩
く
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念

日
。
安
倍
首
相
が
憲
法
９

条
も
96
条
も
変
え
る
と
公
言

し
、
自
民
党
改
憲
草
案
で
は
、

憲
法
全
体
を
変
え
て
し
ま
お

う
と
し
て
い
る
中
、
盛
岡
市

の
お
で
っ
て

ホ
ー
ル
に
て
、

「
憲
法
記
念
日

の
つ
ど
い
」
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
つ
ど
い
に

は
昨
年
を
上

回
る
１
５
０

人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
内

藤
弁
護
士
は
、

一
審
で
安
保

条
約
が
憲
法

違
反
と
い
う

判
決
を
下
し

た
砂
川
事
件

の
弁
護
団
の
中
心
を
担
っ
た

弁
護
士
で
、
当
時
の
こ
と
に

も
触
れ
、
憲
法
を
武
器
に
た

た
か
っ
た
裁
判
の
歴
史
や
、

自
民
党
改
憲
草
案
の
、
国
防

軍
等
の
危
険
な
内
容
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
そ
し
て
、

平
和
的
生
存
権
の
視
点
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
の
中

止
や
、
参
議
院
選
挙
で
自
民

党
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
会
場
と
の
質
疑

で
は
、「
憲
法
を
知
ら
な
い
若

者
も
増
え
て
い
る
が
、
何
を

す
べ
き
な
の
か
」、
と
い
う
問

い
に
対
し
、
自
民
党
改
憲
草

案
を
読
む
よ
り
先
に
、
日
本

国
憲
法
を
読
ん
で
、
そ
の
す

ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
欲
し
い
、

な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
北
上
と
釜
石

で
も
「
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、

一
関
で
は
５
月
末
に
恒
例
の

憲
法
記
念
日
の
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

熱
弁
を
振
る
う
内
藤
弁
護
士

　

今
年
も
、
北
海
道
・
礼
文
島

を
出
発
し
た
国
民
平
和
大
行
進

が
岩
手
県
を
北
か
ら
南
に
縦
断

し
ま
す
。
さ
ら
に
被
災
地
沿
岸

を
出
発
す
る
３
つ
の
支
線
も
つ

な
が
れ
ま
す
。

　

平
和
の
た
め
に
、
何
か
を
す

る
。
そ
の
１
つ
が
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
平
和
行
進
へ
の
参
加

＝
い
っ
し
ょ
に
歩
く
こ
と
、
歩

く
仲
間
に
な
る
こ
と
で
す
。
す

で
に
、日
程
、コ
ー
ス
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
組
合
員
を
誘
い
、

沢
山
の
参
加
者
で
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

66
回
目
の
憲
法
記
念
日

改
め
て
憲
法
の
大
切
さ
を
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
弁
護
士
を
講
師
に
学
習
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２
０
１
３
年
岩
手
県
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会

働
き
や
す
い
職
場
め
ざ
し
て

　
　
　

ね
ば
り
づ
よ
い
運
動
を

看護部

　

４
月
27
日
、

日
本
医
労
連
東

北
地
方
協
・
看

護
学
習
交
流
集

会
が
仙
台
福
祉

プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
、
県
医
労

か
ら
は
２
支
部
・

本
部
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
は
日
本
医

労
連
看
護
対
策

委
員
で
あ
る
中

野
委
員
長
か
ら

特
定
看
護
師
問
題
の
経
過
と

背
景
、
日
本
医
労
連
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
基
調
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
城
・

岩
手
・
秋
田
か
ら
特
別
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
「
特
定
行
為
に
係

る
看
護
師
の
研
修
制
度
っ
て

何
!?
」
と
題
し
て
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
小
林
美
希
さ
ん
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
研

修
を
受
け
た
特
定
の
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
指

示
が
あ
れ
ば
看
護
師
の
誰
も

が
特
定
行
為
を
行
う
よ
う
に

な
る
。
特
定
行
為
は
看
護
師

だ
け
で
な
く
検
査
技
師
や
放

射
線
技
師
な
ど
他
職
種
の
業

務
拡
大
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

看
護
師
が
看
護
業
務
が
で
き

な
い
こ
と
で
患
者
に
し
わ
寄

せ
が
い
く
。
し
が
ら
み
を
断

ち
切
る
の
は
世
論
。
現
場
の

声
が
社
会
を
変
え
る
」
と
特

定
行
為
研
修
制
度
の
問
題
と

運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

講師の小林美希さん

医療行為が看護師へ!?
～看護学習交流集会～

　
「
命
・
絆
守
ろ
う 
２
０
１
３

年
岩
手
県
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集

会
」
は
、
岩
手
医
労
連
・
看
護

対
策
委
員
会
の
主
催
で
、
５
月

11
日
、
盛
岡
市
の
岩
手
県
公
会

堂
で
開
催
さ
れ
、
全
県
か
ら
約

１
３
０
名
が
参
加
、
県
医
労
か

ら
は
10
支
部
・
本
部
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

看
護
対
策
委
員
長
の
吉
田
裕

美
子
さ
ん
（
岩
手
医
大
）
が
、

基
調
報
告
で
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ

の
歴
史
に
ふ
れ
、
看
護
師
不
足

を
社
会
問
題
に
し
て
き
た
こ

と
、
現
在
は
５
局
長
通
知
を
発

出
さ
せ
る
な
ど
、
運
動
が
前
進

し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
良

い
看
護
の
実
践
を
め
ざ
し
て
し

つ
こ
く
粘
り
強
い
運
動
を
し
て

い
こ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

六
華
亭
遊
花
師
匠
の
記
念
高

座
と
、ま
つ
＆
ト
ミ
の
漫
才
で
、

会
場
は
笑
い
が
わ
き
お
こ
り
ま

し
た
。
六
華
亭
遊
花
師
匠
は
、

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
東
北

６
県
の
人
た
ち
を
笑
顔
に
し
た

い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
述
べ
、
被
災
地
で
の
落
語

の
経
験
を
通
し
、
小
さ
な
笑
顔

か
ら
復
興
が
始
ま
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
岩
手

医
大
、
県
医
労
、
盛
岡
赤
十
字

か
ら
、
働
き
や
す
い
職
場
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
、
県
医
労
か
ら
は
、
中
部
支

部
の
○
○
○
○
さ
ん
が
「
夜
勤

専
従
看
護
師
問
題
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

基調報告する吉田看護対策委員長（岩手医大）

漫才と落語で大笑いの参加者

ナースウェーブ集会前の
肴町商店街での署名行動

139筆集約！



5

女性部

草の根の母親・女性女性の願いや
要求を語り、あゆみつづけて59年
今年の夏、日本母親大会が東京で
ひらかれます
みんなでさそいあってあつまりま
しょう

貸切で楽しむ夜の東京湾

屋形船クルーズ＆夕食
品川～お台場～隅田川

スカイツリーも見えますよ!(^^)!

参加費　11,200円

オプション企画
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磐
井
支
部
へ
転
入
し
、
歓
迎

会
で
花
束
と
多
く
の
ご
ち
そ
う

に
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。転
勤
し
て
み
て
、

同
じ
県
病
で
も
ず
い
ぶ
ん
求
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
違
う
し
、
他

の
県
病
の
こ
と
は
、
み
な
さ
ん

わ
か
ら
な
い
ん
だ
な
あ
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
病

院
と
の
横
の
つ
な
が
り
も
意
識

し
な
が
ら
業
務
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

磐
井
支
部　

桜
海

　

　

　

４
月
は
９
回
夜
勤
が
７
人
も

発
生
し
ま
し
た
。
人
員
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

千
厩
支
部　

杉
花
粉

　

　

　

時
差
出
勤
が
あ
ち
こ
ち
の
病

棟
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
職
場
で
手
一
杯
で
情
報
不
足

の
状
態
で
す
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
情
報
交
換
が
必
要
だ
な

あ
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

久
慈
支
部　

久
慈
の
あ
ま
ち
ゃ
ん

　

た
び
重
な
る
橋

下
徹
大
阪
市
長
の

暴
言
に
対
す
る
怒

り
は
、
先
日
の
慰

安
婦
問
題
で
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？

も
ち
ろ
ん
女
性
だ

け
で
な
く
、
様
々

な
団
体
が
抗
議
し
て
い
る
。
当

然
、
日
本
医
労
連
も
、
県
医
労

も
▼
５
月
17
日
に
は
約
４
０
０

人
が
大
阪
市
役
所
を
人
間
の
鎖

で
包
囲
し
、
抗
議
し
た
。
５

月
22
日
に
は
、「
女
性
の
人
権

を
尊
重
す
る
政
治
を
」
と
題
し

て
、
４
０
０
人
以
上
の
参
加
で

抗
議
集
会
が
参
議
院
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
日
本
共
産
党
、
社

民
党
、
民
主
党
の
各
国
会
議
員

も
参
加
し
、
橋
下
市
長
に
発
言

の
撤
回
と
謝
罪
、辞
職
を
求
め
、

日
本
政
府
に
「
慰
安
婦
」
問
題

解
決
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
た
。
発
言
に
は
、
女
性
に

と
ど
ま
ら
な
い
基
本
的
人
権
を

軽
視
す
る
姿
勢
や
、
戦
争
や
米

軍
基
地
を
擁
護
す
る
弱
肉
強
食

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

　

4
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
22
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
4
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

   
久
慈
の
あ
ま
ち
ゃ
ん（
久
慈

支
部
）、
と
ん
で
も
な
い
子（
二

戸
支
部
）、
パ
リ
パ
リ（
一
戸
支

部
）、み
っ
ち
ゃ
ん
、グ
ー
フ
ィ
ー

大
好
き
マ
マ（
中
央
支
部
）、
葉

酸（
中
部
支
部
）、匿
名
希
望（
千

厩
支
部
）、
福
寿
草（
大
東
支

部
）、
パ
ン
ダ
パ
パ（
大
船
渡
支

部
）、
み
た
マ
マ（
宮
古
支
部
）

　

い
よ
い
よ
夜
勤
専
従
が
始
ま

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
夜
勤
し
て

く
れ
る
方
、
あ
り
が
と
う
。
な

の
に
、
ち
っ
と
も
夜
勤
回
数
が

減
り
ま
せ
ん
。「
今
日
は
み
ん

な
で
定
時
退
庁
」
と
言
い
な
が

ら
、「
残
っ
て
下
さ
い
ね
」
と

お
願
い
さ
れ
る
。
人
生
、
矛
盾

だ
ら
け
。

中
央
支
部　

み
っ
ち
ゃ
ん

　

　

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
カ

月
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
あ
る

種
の
疲
労
感
が
…
。
そ
ん
な

中
、
今
年
度
も
研
修
が
開
始
の

模
様
。
以
前
は
研
修
っ
て
楽
し

か
っ
た
の
に
今
で
は
苦
痛
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
希
望

じ
ゃ
な
く
、「
や
ら
さ
れ
研
修
」

だ
か
ら
で
す
。
ス
ト
レ
ス
発
散

法
の
研
修
が
必
要
か
も
!?

宮
古
支
部　

み
た
マ
マ

　

　

　

異
動
し
て
初
め
て
の
夜
勤
。
緊

張
し
て
仮
眠
取
れ
な
か
っ
た
…
。

中
央
支
部　

マ
グ
ナ
ム

の
世
界
が
透
け
て
見
え
る
▼
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
策
は
、
ま
さ

し
く
弱
肉
強
食
を
推
し
進
め
て

い
る
。
大
企
業
に
は
大
幅
な
減

税
を
。
庶
民
に
は
、
社
会
保
障

を
切
り
下
げ
、
更
に
消
費
税
増

税
。
年
金
は
減
り
、
医
療
費
は

高
く
な
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
は

事
実
上
、
国
民
皆
保
険
は
破
壊

さ
れ
る
。
農
家
は
対
抗
で
き
ず

に
つ
ぶ
れ
、
庶
民
は
大
量
の
農

薬
を
か
け
ら
れ
た
遺
伝
子
組
み

換
え
の
農
産
物
と
大
量
の
添
加

物
の
入
っ
た
加
工
品
を
食
べ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
で
い

い
の
か
？
▼
世
界
に
誇
れ
る

日
本
の
憲
法
を
変
え
て
ま
で

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
戦
し

た
い
安
倍
首
相
。
誰
が
被
害
を

受
け
、
誰
が
得
を
す
る
の
か
？

自
衛
と
称
す
る
戦
争
で
歴
史

が
物
語
っ
て
い
る
。
▼
命
を
守

る
医
療
労
働
者
と
し
て
、
病

院
の
中
だ
け
で
な
く
、
政
治
に

よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
無
用

な
死
を
な
く
す
た
め
に
、
参
議

院
選
挙
で
は
必
ず
投
票
し
て

欲
し
い
。　
　
　
　
　
　
（
く
）



県医労女性部第
56回定期大会

県医労女性部第
56回定期大会

7月5日（
金）～6

日（土）

ホテル紫
苑（つな

ぎ）

県医労青年部第56回定期大会
県医労青年部第56回定期大会7月27日（土）赤い風車（鶯宿）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
戦
争
肯
定　

慰
安
婦
発
言　

許
さ
れ
ず

 

（
橋
下
非
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
）

◇
復
興
の　

足
を
引
っ
張
る　

消
費
増
税

 

（
地
域
経
済
を
憂
う
商
売
人
）

◇
賃
下
げ
で　

物
価
上
昇　

や
っ
て
ら
ん
な
い

 

（
公
務
員
）

◇
憲
法
を　

守
り
未
来
の　

架
け
橋
に

 

（
平
和
憲
法
は
世
界
の
宝
）

◇
70
億　

給
与
削
減　

ふ
ざ
け
る
な

 

（
ロ
ー
ン
が
払
え
な
い
県
職
員
）

６月の予定
１日（水）～２日（木）
 非正規ではたらくなかまの全国交流集会（一関）
８日（土）～16日（日）
 国民平和大行進
９日（日） 第59回岩手県母親大会in久慈
10日（月） 県医労給食問題研究会（アイーナ）
14日（金）～16日（日）
 第40回医療研究全国集会in青森
21日（金）～22日（土） 
 県医労第69回定期大会（ホテル大観）
28日（金） 日本医労連院内保育所厚労省交渉（東京）
29日（土）～30日（日）
 日本医労連保育所会議（熱海）

７月の予定
１日（月） 県医労看護部会（水産会館）
５日（金）～６日（土）
 県医労女性部第56回定期大会（ホテル紫苑）
６日（土） 岩手医労連特定看護師問題緊急学習会（水産会館）
13日（土） 支部長会議（水産会館）
24日（水）～26日（金）
 日本医労連第63回定期大会
27日（土）～28日（日）
 県医労青年部第56回定期大会（赤い風車）


